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マツカワは冷水性の大型カレイで，天然魚の資源量は

極めて低い水準にあることから，北海道では栽培漁業対

象種として，人工種苗が放流されている。放流種苗の成

長については，本誌第72号１）で報告したが，移動など生

態の多くについては明らかとなっていない。そこで，噴

火湾で標識放流を実施し，本種の移動について明らかに

するとともに，放流サイズと再捕率の関係を検討した。

材料及び方法

供試魚は，北海道立栽培漁業総合センター＊３と（社）日

本栽培漁業協会厚岸事業場＊４で生産された０歳魚で，

1991～1999年の10～12月に噴火湾沿岸の各地から，合計

87，875尾に標識を装着して放流された（表１）。用いた標

識は，ダート型（１例）とスパゲティ型（19例）の外部

標識で，各放流群は標識の色と文字や番号で区別した。

放流時の平均全長は100～166㎜の範囲であった。

放流種苗の移動は，1991年10月から2005年６月までに

漁業者や遊漁者から寄せられた再捕報告を再捕海域，再

捕年齢，再捕全長ごとに集計して求めた。なお，再捕海
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表１ マツカワ人工種苗の標識放流結果

図１ 海域区分図
Ａ：道東太平洋，Ｂ：日
高太平洋，Ｃ：胆振太
平洋，Ｄ：噴火湾，Ｅ：
渡島太平洋，Ｆ：津軽
海峡，Ｇ：日本海，Ｈ：
本州太平洋（青森県～
茨城県）
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域は便宜的に８つの海域とし（図１），年齢基準日は人工

種苗の採卵時期が３～４月なので４月１日とした。再捕

率は再捕尾数を標識放流尾数で除して求め，放流サイズ

と再捕率との相関関係の有無は，ピアソンの相関係数検

定を用いて調べた。

結果及び考察

放流種苗は1，003尾が再捕され，６歳までの累計再捕率

は1.14％であった。再捕尾数は１歳と２歳で多く，両年

齢で893尾と全体の89％を占めており，４歳以上では９

尾と少なかった（表２）。海域別に見ると，噴火湾内での

再捕が876尾で最も多く，87％を占めていた。それに隣

接する胆振太平洋と渡島太平洋を合わせると964尾で

96％となった。これら隣接海域での出現は１歳以上で見

られた。さらに遠方の日高太平洋以東，津軽海峡以西，

本州太平洋（青森県～茨城県）では２歳以上で出現し，

本州太平洋での再捕が20尾で最も多かった。各年齢の総

再捕尾数に占める本州太平洋での再捕尾数の割合は，２

歳で２％，３歳で12％，４歳で57％と加齢に従い高くな

っていた。次に，全長が記入されていなかった76尾を除

いた927尾について再捕全長別に見ると，再捕尾数は全

長100～399㎜の範囲で多く，862尾で全体の93％を占め

ていた（表３）。隣接海域での出現は主に200～299㎜から

見られ始め，日高太平洋以東，津軽海峡以西及び本州太

平洋での出現は主として300～399㎜から見られ始めた。

特に本州太平洋での出現は400～499㎜で15尾と最も多く，

400～499㎜の再捕尾数の26％を占めていた。これらのこ

とから，噴火湾に放流されたマツカワ人工種苗は，その

多くは放流海域と隣接海域までの範囲に生息しているが，

２歳あるいは全長300～399㎜になると，一部の個体は広

範囲に移動し，茨城県までの本州太平洋沿岸にも南下し

ていること，さらに本州太平洋での再捕割合は加齢に従

い高くなることが明らかとなった。マツカワは雄では２

歳から，雌では３歳から一部の個体で成熟していること

が知られている２）。従って，本州太平洋への移動は，成

熟年齢との関係から産卵回遊の可能性がある。しかし，

再捕報告では雌雄や成熟の状態は把握できないため，再

捕魚を入手して成熟等を調べることが早急の課題である。

次に，放流時の平均全長と再捕率の関係を図２に示し

た。両者間には有意な正の相関関係が認められ（r＝0 .785，

P＜0 .001），放流時の平均全長が大きいほど，再捕率は高

くなっていた。このような正の相関関係が，放流した年

や月あるいは場所が異なる群間で見られたことは，放流

種苗の再捕率，すなわち生残には，放流する時の体サイ

ズが放流後の生育環境よりも重要であることを示唆する。

なお，標識が魚体に与える影響や標識の脱落率について

は，明らかとなっていないため，今回の解析では考慮し

なかった。

表２ 標識放流魚の海域別年齢別再捕尾数

表３ 標識放流魚の海域別全長別再捕尾数

図２ 放流時平均全長と再捕率との関係
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